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11月の主な予定

  4日(月・振) 家族ぐるみ朝参詣日

 （１座制）

10日(日) 寺内清掃

14日(木) 交流激励助行 10:30～
16日(土) 当山高祖会（寺内法要）

 震災支援・東北物産展

17日(日) 当山高祖会
23日(土・振) 合同教区総講 10:30～
 夜の住職御講 19:00～
24日(日) 七五三成長御礼参詣

         11:00～
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　耳の働きについて考えてみた。

　動物の身体で、音波を鼓膜で共鳴させ、

感覚神経に伝え、脳に伝達する構造を持つ

のが耳だという。

　ほとんどの哺乳類の耳は、生まれたとき

すでに、成体に近いレベルまで発達してい

るという。これは外界の情報を得て危険を

感じ取ったり、親とのコミュニケーション 

を維持・学習するためには不可欠だからで

あり、それができなければ命を存えること

ができなくなってしまう。

　人間の場合はもっと詳しく研究されてい

るようで、母親のお腹の中でも胎児は音に

反応し、聞いているらしい。様々な音楽を

聴かせるとジャンルや作曲家の違いにまで

愛好・嫌悪の反応まで見せるという。

　人の耳は、臨終の瞬間まで働きもする。

自然に身体は動かせなくなり、意思表示も

ままならない状態でも、耳から受ける情報

は正確に伝えられている。老人医療のエキ

スパートである早川一光医師は、その著書

で「医者が御臨終です、と宣告するまでは、

枕元でケッシテ悪口は言うな」と書いてい

る。

　人間の耳が、この様な働きをするならば、

どのように使い、働かせることがいいのだ

ろうか。

辞書には、「きく」という漢字を【聞く／

聴く／訊く／利く／ ( 効く )】とまで載

せている。意味も、音・声を耳に受ける、

味わい試す、など様々な意味合いを持っ

ている。

　諺も同様で、•壁に耳あり障子に目あり •

忠言耳に逆らう •寝耳に水 •馬耳東風 •耳

学問 等々、枚挙に暇がない。

　人生、美しい音を聴き、耳に快い言葉

を聞き、なんの憂いもなく生きて行けた

ら素晴らしい生涯となるように思う。し

かし、現実はそうはいかない。聞きたく

もない音や言葉、耳に逆らう諫言、よか

れと願った行動の利き目・効き目への落

胆等々、自分の都合のように全てが行く

も のではない。

　未熟な自分。まだまだ、これからも進

化を遂げたい自分。向上、レベルアップ

を目指す人には、耳の働きをもう一度見

直す必要があるのではないか。自身の向

上はもちろん、他人様 (ひとさま )も共々

に向上していく道を、ご信心では教えて

いただいている。

　一度、お寺に参って、その御法門を聴

聞してみてはいかがだろうか。

（岡田 淳恩）

11月の花  ブバルディア

◆壮年会 9日（土）      18:00（本堂）
◆婦人会 豊中１ 8日（金）10:00
 豊中２ 5日（火）10:00
 豊中３ 6日（水）10:00
 豊能１ 6日（水）13:00
 豊能２ 5日（火）13:00
    （いずれも会館下）
　一斉口唱会　21日（木）9:30
◆青年会 10日（日）　10:30（本堂）
◆薫化会  3日（日・祝）10:30（本堂）

高祖日蓮大菩薩御会式高祖日蓮大菩薩御会式
平成 25年11月16日　   　 17 日　

土曜第一座　16：00～17：00（寺内法要）
　当山住職　西村日要御導師　御奉修
日曜第一座　9：00～10：30
　本寺清風寺御高職　西村清良御住職　御奉修（本寺巡教）
日曜第二座　11：00～12：30
　横浜・本立寺御住職　亀井日魁御導師　御奉修

教養各会御講

（　）・ （　）土 日

ながら

ひと

復興支援
　　チャリティー

東北物産展開催

  

東日本大震災被災地を
巡って（２）

　先月に引き続いて、東日本大震災被災
地を巡っての続きを、記させていただき
ます。

　次に、仙台の妙護寺に行かせていただ
きました。こちらは駐車場付近に佛立第
十五世講有日晨上人のお墓が建立されて
いたのですが、地盤が緩んだ事で土台が
崩れかけ、墓石も動き傾いてしまいまし
た。日晨上人は妙護寺にとりましては報
恩の誠を尽くしても尽くし切れない御方
です。そこで、ご信者一同は自身苦しい中、
二年半かけて新たな場所にお移しされ修
復建立されたのです。私は、御開眼され
たその日に参詣させていただくこととな
りました。第十五世日晨上人は私の祖父
になります。お約束をしてお参りさせて
いただいた訳ではありませんでしたが、
ありがたいご縁をいただいたものと深く
感謝した次第です。

　最後に仙台のもう一つのお寺、妙法寺
に行かせていただきました。こちらは震
災でお寺全体がかろうじて残っておりま
したが、崩れる落ちる寸前の全壊に近い

【付　記】

『ベトナムの地に御題目の種を』

　私は、10月５日から７日まで、良風寺
教務の萩原淳衆師を倶にベトナムへ行か
せていただきました。

　今回の目的は、タカラベルモント・グ
ループ・ベトナム工場竣工に併せた工場
の社長室に御本尊様を奉安させていただ
き、タカラベルモントグループの事業発
展と工場の安全操業、さらには、タカラ
ベルモント社長の支援をいただきベトナ
ムの方々への弘通の拠点とさせていただ
くため、ベトナムに行かせていただいた
のです。

　ベトナムの地は、今まで佛立のご信心
に縁のなかったのですが、今回ベトナム
の地に、御題目の種が植えられたことは
誠にありがたく存じます。今後は一人で
も多くのベトナムの方々に御題目の種を
植える下種結縁のご奉公に精進させてい
ただきます。

　詳細については、次回にその内容を記
したいと思います。

状態でした。震災の後、私が最初に行か
せていただいた時、本堂でお看経を（御
題目を唱えること）させていただいてお
りますと突然大きな余震が襲い本堂が揺
れ、今にも本堂が崩れ落ちるのではない
かと、一瞬恐怖がよぎりました。しかし
今度は、立派に再建された本堂でしたの
で安心してお看経を続けさせていただく
ことができました。

　御住職のお話を伺いますと『本当に私
どもは、今回、御宝前より大きな御利益
を頂きました。それは、宮大工さんとご
縁ができて、宮大工としての仕事が無い
ので腕が鈍る。お金のことは良いからこ
のお寺を再建させてもらえないかと、お
話をいただき、５～６億円は掛かる様な
お寺を、１億５千万円で建てていただけ
たんです。ご信者 50軒程の小さいお寺
でこんな立派なお寺を、再建できたのは
本当に有り難い。』と、語っておられま
した。

　私は、今回の被災地を巡って感じたこ
とは、ある程度は想定していましたが、
やはり被災地は少しずつ復興してきてい
るというものの、まだまだ完全に復興し
ているとはいえないということを改めて
実感しました。これからも、私たちは佛
立信心を基本に菩薩行を実践させていた
だき、一日も早い復興を願うとともに、
被災された方々が生活の安定と心の安ら
ぎが得られるよう御宝前に御祈願をさせ
ていただく所存です。

 

 

  

 

■プロフィール

　西村  淳晨

　本門佛立宗 良風寺住職

紙上＠住職ブログ

11月24日（日） 11時より
（10:30受付開始）

当宗では年齢に関係なく 0才から 15歳までのお子さんの
無事成長を御宝前にお礼させて頂きます。
言上のみのお申込も可です。お早目に事務所まで。
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